
平成２２年１０月１３日 

 
 

 

平成２２年度 大規模津波防災総合訓練の実施について 

～訓練のタイムスケジュールが決まりました～ 

 

１０月１６日（土）に釧路市をメイン会場として実施する平成２２年度大規模津波防災総合訓練

のタイムスケジュールが決まりましたのでお知らせします。 

なお、取材される場合には以下のとおりお願いします。 

・ 報道関係者は、当日会場入口にて、受付をお願いします。 

・ 訓練会場では、社名入りの腕章を着用願います。腕章をお持ちでない方は、受付で貸し出し

ます。 

・ 訓練に支障のない範囲で撮影取材が可能です。撮影場所など係員の指示があった場合に

は、その指示に従って下さい。 

※訓練概要については別紙をご参照下さい。 

 

○大規模津波総合防災訓練の概要 

１． 訓 練 日 時 平成２２年１０月１６日（土）  ９：００ ～ １３：００ 

２． 訓 練 場 所 メ イ ン 会 場： 釧路市（西港第４埠頭外） 

サテライト会 場： 厚岸町，浜中町 

３． 主 催 国土交通省 

４． 後 援 北海道，釧路市，釧路町，厚岸町，浜中町，白糠町 

５． 訓練参加機関 国，地方公共団体，公共機関等 ６５機関 

６．参 加 人 員 約１０，０００人（予定） 

 

○問合せ先 

【訓練全般について】 

○河川局海岸室 代表 03-5253-8111 内線 36332 

課長補佐 西澤 洋行 直通 03-5253-8471 

同 時 発 表 

気象庁・海上保安庁・

北海道開発局 



道路局道路防災対策室 代表 03-5253-8111 内線 37882 

課長補佐 中村 俊之 直通 03-5253-8489 

港湾局災害対策室 代表 03-5253-8111 内線 46752 

課長補佐 高橋 秀彰 直通 03-5253-8689 

国土地理院企画部 代表 029-864-1111 内線 3123 

防災企画官 秋山 一弥 直通 029-864-4512 

気象庁総務部企画課 代表 03-3212-8341 内線 2248 

調査官 松浦 直 直通 03-3214-7902 

海上保安庁環境防災課 代表 03-3591-6361 内線 3904 

防災対策官 神田 寛二 直通 03-3591-9819 

 

【訓練内容の詳細，当日の取材について】 

○北海道開発局事業振興部防災課 

課長 矢野 明夫 代表 011-709-2311 内線 5448 

課長補佐 島﨑 正俊 内線 5944 
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平成２２年度大規模津波防災総合訓練の概要 
 

１．訓練の概要 

北海道太平洋沿岸は、1952 年や 2003 年に発生した十勝沖地震をはじめ、過去に幾度も大

規模な地震やそれに伴う津波災害に見舞われています。特に、東部の沿岸地域は、日本海

溝・千島海溝周辺海溝型地震が発生した場合、津波による甚大な被害が生ずることが想定さ

れています。 

そこで、これらの地震や津波による被害の軽減を目指し、北海道釧路市をメイン会場として

大規模津波防災総合訓練を実施します。  

本訓練は、中央防災会議の平成２２年度総合防災訓練大綱にも実施が位置づけられたもの

で、平成１６年１２月のスマトラ島沖大地震に伴うインド洋津波災害を踏まえて平成１７年度より

毎年実施している実践型の防災訓練であり、今年で６回目となります。 

訓練は、津波避難ビルを用いた住民（要援護者を含む）の避難訓練、行政機関や公共機関

による漂流者救助・救急、応急復旧、物資輸送訓練、地域住民のボランティア活動による各種

支援訓練など、地域住民と防災関係団体・機関が協力・連携して実施します。 

（１） 訓練日時 平成２２年１０月１６日（土）  ９時 ～ １３時 

（２） 訓練場所 メ イ ン 会 場： 釧路市（西港第４埠頭外） 

サテライト会場： 厚岸町，浜中町 

（３） 主催 国土交通省 

（４） 後援 北海道，釧路市，釧路町，厚岸町，浜中町，白糠町 

（５） 訓練参加機関（６５機関） 

北海道開発局，北海道総合通信局，北海道財務局，北海道厚生局，北海道経済産業局，原

子力安全・保安院北海道産業保安監督部，国土地理院北海道地方測量部，北海道運輸局，

東京航空局釧路空港事務所，札幌管区気象台，第一管区海上保安本部，北海道防衛局，

陸上自衛隊北部方面総監部，海上自衛隊大湊地方総監部，航空自衛隊北部航空方面隊，

北海道，北海道警察本部，釧路市，釧路町，厚岸町，浜中町，白糠町，日本赤十字社北海

道支部，(独)土木研究所寒地土木研究所，東日本高速道路(株)北海道支社，北海道旅客鉄

道(株)，北海道電力(株)，東日本電信電話(株)北海道支店，釧路ガス(株)，(株)エヌ・ティ・テ

ィ・ドコモ北海道支社，ＫＤＤＩ(株)ソリューション北海道支社，北海道コカ・コーラボトリング(株)，

釧路プリンスホテル，日本放送協会釧路放送局，(社)北海道・釧根地区トラック協会，(社)北

海道医師会，(社)北海道バス協会，(社)北海道建設業協会，釧路建設業協会，釧路市建設

事業協会，(社)日本自動車連盟北海道本部，(社)建設コンサルタンツ協会北海道支部，(社)

北海道測量設計業協会，(社)日本海上起重技術協会北海道支部，(社)日本埋立浚渫協会

北海道支部，北海道港湾空港建設協会，(社)日本潜水協会札幌支部，全国浚渫業協会北

海道支部，全日本漁港建設協会北海道支部，(社)日本建設機械化協会北海道支部，(社)日

本土木工業協会北海道支部，(社)日本道路建設業協会北海道支部，(社)北海道舗装事業

協会，北海道アスファルト合材協会，釧路市電気設備事業協会，北海道建設機械リース業

協会釧路支部，釧路管内沿岸排出油等防除協議会，釧路港湾協会，赤帽釧路軽自動車運

送協同組合，釧路市漁業協同組合，釧路市東部漁業協同組合，釧路機船漁業協同組合，

阿寒農業協同組合，特定非営利活動法人北海道みなとの文化振興機構，北海道米販売拡

大委員会（順不同） 

 



２．訓練で想定する地震・津波の規模 

・ 十勝沖での日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の発生 

９時４４分 地震発生 

９時４７分 津波警報発表 

・ 震 源 十勝沖（北緯４１．７度、東経１４４．２度、襟裳岬の東南東約８０km 付近） 

震源の深さ 約３０ｋｍ 

・ マグニチュード ８．２  

・ 震  度 釧路地方中南部 根室地方中部で震度６弱 

・ 津波高 北海道太平洋沿岸中部で１０ｍ以上、北海道太平洋沿岸東部で８ｍ 

・ 津波第一波到達 震源に近い北海道太平洋沿岸中部及び東部で地震とほぼ同時 

釧路で地震発生後約１５分 

 

３．訓練の主な内容 

（１） 地震発生時の避難、情報伝達訓練 

○ 住民自主避難・避難誘導訓練 

・ 地震発生直後の地震動から身を守るための緊急地震速報を活用した安全確保訓練、そ

の後来襲する津波を想定した住民や港湾工事関係者による自主避難訓練及び避難誘導

訓練を実施します。 

○ 津波警報等情報伝達訓練 

・ 津波から安全に避難するための、広報車及び防災行政無線（陸上）、巡視艇及びヘリコプ

ター（海上、海岸付近）による避難呼びかけの訓練を実施します。 

 

（２）津波来襲時の被災情報収集訓練 

○ 被災情報収集訓練 

・ 上空から津波浸水地域の被災情報を収集する訓練を実施します。 

 

（３） 津波警報解除後の消火、救助、応急復旧訓練 

○ 消火訓練、被災者の救助・救急訓練 

・ 延焼拡大を防ぐための住民による初期消火訓練（陸上）、船舶火災における消火訓練（海

上）を実施します。 

・ 避難住民を受け容れる避難所開設訓練、孤立した住民を陸・空から輸送する訓練を実施

します。 

・ 土砂に生き埋めになった被災者の救助訓練、倒壊した家屋に取り残された負傷者の救助

訓練を実施します。 

・ 水上バイクやヘリコプターによる海中転落者の救助訓練、救助搬送された負傷者に対す

るトリアージ訓練やドクターヘリによる重症者（容体悪化）の搬送訓練を実施します。 

  



○ 道路・港湾啓開訓練 

・ 瓦礫や放置車両により通行不能となった道路について、緊急輸送路として活用するため

に障害物を除去する訓練を実施します。 

・ 岸壁に打ち上げられた瓦礫の除去訓練及び海上に流出した油や浮遊物を回収・除去する

訓練を実施します。 

○ 緊急物資の輸送訓練、ボランティアセンター運営訓練 

・ 船舶及びトラック等の連携による緊急物資輸送訓練、ボランティアの活動拠点となるボラ

ンティアセンターの開設訓練とともに、被災住民への炊き出し訓練、給水訓練、支援物資

提供訓練を実施します。 

 

（４） 緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）による訓練 

・ 上空からの被災情報収集・伝達訓練、小型無人ヘリコプターによる被災箇所の状況確認

を受けて行う救出活動支援訓練を実施します。 

・ 道路や港湾区域の被災状況を調査する訓練を実施します。 

・ 津波による浸水区域における災害対策用機械を活用した排水訓練を実施します。 

 

（５） ライフラインの復旧訓練 

・ 停電及びガス漏れにかかる応急復旧訓練、衛星回線を利用した特設公衆電話の設置訓

練、移動無線車等を用いた携帯電話の通信確保訓練など、一般生活に必要となるライフ

ラインの復旧訓練を実施します。



平成２２年度 大規模津波防災総合訓練会場図 

 

【メイン会場】 北海道釧路市 『釧路西港第４埠頭』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サテライト会場１】 厚岸町 

 

 

 

                                【サテライト会場２】 浜中町 

 

避難住民輸送訓練 

海 中 転 落 者 吊 上 訓 練

（厚岸町防災訓練中継） 

水門・陸閘の閉鎖訓練 

自主避難・誘導訓練 
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